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大阪 2,1701３，３３０１１５３ ￣’ 
＃’80000ハ班6000,Ｊ i１１ｉ 166 71 111 109 
390 
野Ｆ】、１１９０．０００ｌ１５０－ＯＯＣ
376 1,465 ■剣。、 672 209 石
(42,344） 
石
94,318 大津米穀 (223） 575 299 
石1
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３２７ 1884年下期 619 198 6０ 361 2９ ５ 
￣￣￣ 
85年下期 8２ 2６ 253 365 ４ 361 



















18017441 下期 667 1,198 2,997 175 2２ 2,789 11 
87年上期 108 752 ３２４１２４０Ｉ 10 1２ Ｌ４８４ 3８ Ｌ４２４ 
下期 969 3６９１８５７１ 4,056 10 3,941 1,746 9３ 1２ 
■■■Ⅱ■■■■■曰｜■■■■０－■■１０－－■■■１－１■１－１■Ⅱ■■■■■■’
88年上期 149 5０ ｴ8５ 10 6２ 680 531 997 6０ 
7２１１１２３１１６６１２２ 下期 1,628 ２６８２ 3,749 6２ 4４ 2１５１１０ 780 
(1)日本銀行『半季報告材料書類』（各年次）より作成。
(2)８８年下期の株式は，七七万三千円と第三銀行株五○株からなる。ここでは第三銀行株価一四一円（89年１月）により計算
して算入。
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第９表明治初期日銀の生糸を中心とする商品保証付割引ならびに貸付
日銀割引・貸付形態
砺~:~薊『i~了iiiF屋~ＦｉＷｉ￣署 形間係人
上州繭糸改良会ネヒ
機浜岡仲会社
第三十三国立銀行
手
i雛｝
(割引）
Iril仲会社向Iii(を日銀
が惜川し、除iYIfはﾕ
ﾌﾞﾄ銀行に杏托
横浜同仲会社
生糸保証付約束手形
限度15万円〈のちに
27万円､88年８月28日
に15万円へ）
第三十三圃京銀行
為替手形
限度10万円（88年１
月１８日に15万円へ）
1885年
７月21日
宛先 ｣2毛繭糸織物改良
会社
同社組合荷主
横浜同仲会社
第三十三圃祓銀行
1887年
８月１０日
小林源左衛''１１
生糸保証付約束手形
限度10万円
渋沢作太郎
生糸保証付約束手形
限度25万円
掛目８割
振出）
引受）
削引）
宛先）
振出）
収束小林吟次郎
横浜小林源左術門
蹴物扱い，同伸会社
術jiiを日銀が借用し‘
保管は三井銀行に委
託
磁物扱い（毎年４月
１１］より６月３０日の
ＮＩＩ),第一銀行倉庫を
日銀が借用
同年
９月５日
(振出）横浜渋沢作太郎
(訓引）第一国立銀行
同年
９月12日
1888年
４月２日
小林源左術門
絹地ハンカチ保証付
手形
限度不明
生糸荷為縛金融
88年５月より翌年１
月まで日本銀行・脚
本鉄道・日本郵船株
同年
４月９日
仙台第七十七厩l立銀
行
株式保証付手形
限度10万円
最低金利
製茶金融
５．６月のみ
認可されたか否か確認
でき-「
第三十五圃立銀行
公償抵当貸付
限度（15万''１）
同年
５月８日
出願
同年
６月６日
同年
６月２６日
出願
1889年
６月４日
I飛祷はニブ|:銀行小野光景
生糸保証付手形
限度不明
第三十五国立銀行
公償抵当貸付
限度（10万円）
横浜同伸会社
生糸保鉦付約束手形
限度15万円
掛目７割
生糸金融
認可されたか否か確認
できず
臓物扱い，同伸会社
倉庫を日銀が借用
し，保符は三井銀行
に委託
０ 
(宛先〕横浜同仲会社
(振出〕山梨風間金八
(宛先）日本昆布会社
(振出）三井物産会社
(割引）田中．第百十二銀行
(宛先）東京堀越角次郎
〈振(11）櫛汲小野光flP
滴国向輸出販売
従来は新東洋銀行よ
り荷為絆で令融
小野の愈廊を日銀が
僻用
1890年
２月26日
同年
５月28日
日本昆布会社
約束手形
限度７万円
小野光殿，堀越角次郎
生糸保証付約束手形
限度（20万Ｆ１．９月
には45万円へ〉
(宛先）織浜同伸会社
(振出）田中新七ほか
本年も従前の慣例通
り
横浜同仲会社
寵糸保証付約束手形
限度下町１
】8941Ｆ
７月３日
(1)日本銀ｉ７(本店)｢憐繁り｢務例明i卯緬｣(一八八二年～一八)しﾉし年各年次)ならびにFil(本店)｢緊要雑ﾁﾞﾄﾞ」
（明治一八年韮三京fF)，『[l水銀ｲj沿茄史」第１典､第２巻よI)摘妃。
171－八八四年手形取引振興策とその挫折
創設期日銀に手形を供給するという「手形製造所」の機能を期待された均融会社とその割引システムが、八四年
夏、本格的な活動に入る前に機能停止するや、日銀は、その欠を埋めるものとして新たに生糸による「保証品付手
（２） 
形特殊割引」を開いた。いま一八八三年から一八九九年に至る一六年間の日本銀行本店『謝類』から、生糸を中心
とする、商品を保証・抵当品とする手形割引あるいは貸付の取引状況を摘記して承ると、『日本銀行沿革史』が「保
証品付手形特殊割引」と呼ぶ取引が並ぶ（第９表）。それは一八八五年（明治一八年）七月の横浜同伸会社振出手
形の再割引に始まり、一八九○年（明治二三年）五月の小野光景・堀越角次郎の再割引申請を最後に、新たな取引
申請は出されていない。そのうち、第三十五国立銀行の製茶金融と日本昆布会社に対するものを除く全てが生糸に
（制）
関するものであった。その基本的パターンは八五年八月の横浜同伸会社に対する事例に一不されている。
⑩横浜同仲会社は上州繭糸改良会社から生糸が送られてくると、改良会社にあて約束手形を振出す。②改良会社
がこの手形に裏謝し、節三十三国立銀行が割引く。③日銀はこの手形を割引くにさいし、同伸会社より生糸を保証
品として受けとり、それを同伸会社から借受けた同社構内にある倉庫に蔵置きする。側その貨物の管理を三井銀行
割引の急膨張が専ら生糸を保証品とする手形割引の拡大によるものであることが鮮かに示されている。まさに八六
年下期を転機とする日銀本店の低金利策は、輸出産業として成長しつつあった製糸業を金融的に支援するという意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
品として受けとり、
横浜支店に委ねる。
この取引方法の特徴は、日銀が保証品として貨物預り証でなく生糸そのものを求めているところにある。動産信
用の展開から承るならばそれは、貨物預り証による倉庫・融通会社割引システムより大きく後退したと言わざるを
えない。それは、「手錠前」「蔵保守」からなる伝統的な取引仕法への回帰に他ならない。勿論この後退は、八四、
172 
五年の一連の事件ｌ東西倉庫・融通会社の破綻、深川倉庫恐慌、北風事件によって露呈した初期倉荷Ⅱ動産信用の
挫折によるところが大きい。しかし、保証品貨物の出入庫保管の最終責任は、伝統的取引仕法同様、同伸会社、日
銀、三井銀行三者の間において暖昧なままであった。日銀は、この権利関係の不明確さからくる危険をさけるべく
もう一歩逆行の途を辿らざるをえなかった。八七年（明治二○年）九月、日銀は、手形不渡のさい担保商品を「勝
手」に売却しうるよう、上記契約を「保証品」から「質物」へ切りかえた。
生糸輸出振興のために日銀は、「貿易上ノ時機ヲ失セ」ないよう「多少危険」をおかしても「取締向ヲ寛一こせ
（４） 
ざるをえなかった。回流の不安定な生糸金融を扱うにさいし、日銀は担保を確保しておく必要から、西欧流の手形
割引の背後に伝統的な「質」取引仕法を援用せざるをえなかったのである。しかし日銀としてはこのような信用形
態は望ましいものではなかった。民間銀行へ委託するとはいえ、日銀は貨物保管業務を兼ねることになるからであ
る。日銀はこうした問屋信用への傾斜をさけるべく、他方で別の金融方法を模索せざるをえなかった。
日銀はまず、一八八七年八月、上毛繭糸織物改良会社にあてて同組合荷主が振出し横浜同伸会社が引受けた手形
（５） 
を第三十三国立銀行が割引くという形式を創出した。これによって定款に規定された二名裏書という厳格な条件を
満たす、商業手形形式での再割引ルートが開かれた。翌八八年四月には、仙台第七十七国立銀行による生糸金融の
（５） 
要請に対して、生糸にかしえて株式を保証ロ叩とする手形割引ルートが認められたのである。また『日本銀行沿革史』
によれば、日銀は「生糸資金特別融通ノ法」として「各銀行重役一一シテ信用アルモノヲ手形ノ署名者トシテ特二銀
（７） 
行二融通ヲ与へ」るという、融通手形の割引ルートを新たに開いたという。おそらく、一八八七年九月、渋沢作太
（８） 
郎振出手形を生糸を保証ロ叩として、第一国立銀行を介して割引いた例がそれであろう。手続が面倒な商品保証に代
え
て
よ
り
直
接
的
な
人
的
保
証
へ
切
り
換
え
た
の
で
あ
る
。
173－八八四年手形取引振興策とその挫折
以
上
の
よ
う
に
、
日
銀
は
一
八
八
七
年
以
降
本
店
再
割
引
金
利
を
低
く
抑
え
た
が
、
そ
れ
は
輸
出
向
け
生
糸
金
融
を
円
滑
に
す
べ
く
日
銀
自
ら
支
援
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
輸
出
向
け
生
糸
取
引
は
回
流
が
不
安
定
な
う
え
、
回
流
が
滞
っ
た
さ
い
、
貨
物
の
占
有
権
を
排
他
的
に
主
張
し
う
る
倉
庫
証
券
が
未
だ
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
手
形
取
引
は
危
険
極
ま
り
な
い
も
の
で
あった。このような不安定性は長い間解除することができず、一八九九年（明治一一一二年）の商法施行によって西欧
流
の
倉
荷
証
券
が
導
入
さ
れ
て
も
、
事
態
は
や
や
改
善
の
崩
し
を
染
せ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
（１）『日本銀行百年史』第一巻、二五六頁。
（２）日本銀行（本店）『営業事務例規書類』一八八三年ｌ九九年（正式名称は年によって違いあり）ならびに同（本店）『緊要
雑書』（自明拾一八年至三三年）。
（３）『日本銀行沿革史』第一鰍、第二巻、一五八－一六二頁。
（４）同上密、第二巻、一六五’一六九頁。
（５）一八八七年八月一○日「第三十三国立銀行ヨリ為替手形再割引ノ儀依頼二付回答案伺」日銀本店『営業事務例規書類（明
（６）一八八八年四月九日「仙台第七十七国立銀行割引手形取引ノ義請求ノ件二付回答」同上資料（明治二一年）、第二六項。
（７）『日本銀行沿革史』第一集、第二巻、一九四頁。
（８）一八八七年九月一二日「横浜渋沢作太郎ヨリ保証付割引手形取引ノ義願出裁可」日銀本店『営業事務例規書類（明治二○
年苣第五一項。
治二○年迫第四七項。
一八八八年四月九日
